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第１１回

働くもののいのちと健康を守る東北セミナーは、１１回目を迎えることができました。

今年度は、東日本大震災から、５年４ヶ月を過ぎましたが、被災地の復興は、住居の確保も生業の再建もまだ道半

ばです。働く人々の状況も、雇用の回復の遅れや過酷労災事故の急増、心身の健康の問題も深刻さを増しています。

今集会は、「東日本大震災と原発事故から５年」の企画としてシンポジウムを企画しました。

このセミナーで、学び交流して「人間らしく働きやすい職場」をつくる力をつけましょう。

宮城県松島でお待ちしています。多くの皆さんの参加を期待します。

シンポジウム
東日本大震災と原発事故から５年
－ いのちと健康のこれまでとこれからを考える －

シンポジスト：新沼 優 氏（自治労連大船渡市役所職員組合書記長）

井上博之 氏（宮城県保険医協会理事長）

菅家 新 氏（いわき市労働組合総連合事務局長）

日時：９月２４日（土）、２５日（日）

会場：ホテル花ごころの湯 新富亭
宮城県松島町松島字垣の内38-1 TEL.022-354-5377

ＪＲ仙石線松島海岸駅及びＪＲ東北線松島駅から徒歩１５分

電車 仙台駅発 11:22 11:52

送迎バス時刻表 ＪＲ仙石線松島海岸駅

行き ９月２４日 １２：３０発

※ 昼食は、松島海岸駅周辺にあります。

当日の事務局の連絡先は、こちらの携帯
にしてください。芳賀まで

０８０－６００３－５７７４

二次案内

参加費：１５，０００円（全日程参加、宿泊）

１０，０００円（日帰り、交流会参加）

３，０００円（２日間日帰り）

２，０００円（１日目のみ日帰り）

１，０００円（２日目のみ日帰り）

日程： １日目 開会集会 １３：１０

シンポジウム １４：００～１７：００

交流会 １８：００～２０：００

２日目 学習講座 ９：００～１１：１５ 閉会集会 １１：２５～１２：００

「働くもののいのちと健康を守る東北セミナー」実行委員会
連絡先・TEL：０２２（２６８）３６８４（宮城県労連内／働くもののいのちと健康を守る宮城県センター）

FAX：０２２（２１１）７００４ E-mail：inoken.miyagi@gmail.com
URL：http://inoken-miyagi.jimdo.com/東北セミナーニュース/



学習講座

第１講座
メンタルヘルス対策を中心に

第２講座
健康に及ぼす影響

第３講座

性
別

学習講座
番号

宿泊
有無

日帰り
交流会参
加有無

喫煙
有無

送迎バス
　有無

その他

働きやすい職場にするために

講師：広瀬 俊雄 氏（仙台錦町診療所・産業医学センター、センター長）

○職場のメンタルヘルス対策のポイントを学習して、職場に生かしましょ
う！
○新しく導入された「ストレスチェック」についての疑問が多く出ていま
す。労働組合としてどのように取り組んだらよいか学習しましょう！

ワーキングプア・貧困・格差が

講師：戸室 健作 氏（山形大学人文学部・准教授）

〆切り　８月３１日

参加申し込みは、各県の県労連・県民医連事務局までお願いします。

若者、子育て世代の非正規雇用労働者が４割もいて、低賃金で生活が不安定
のため健康の問題にも影響しいる実態があります。
  戸村先生は、独自に調査した都道府県別の「子どもの貧困率」と「ワーキ
ングプア率」との関係性を明らかにしました。
実態を学び、今後の取り組みを一緒に考えましょう！

長時間労働が及ぼす労働者の健康

長時間労働が影響する:健康問題は後を絶ちません。
過労死・過労自殺は最悪のケースで、メンタル不全で休みを取っている労働
者もいると思います。
健康被害を防止するためにも、長時間労働の健康に及ぼす影響について学習
しましょう！

講師：宮原 圭佑 氏（津軽保健生協・健生病院医長）

参　加　申　込　書

所属・団体名氏　　名


